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花粉症の季節到来です。世間では、去年の花粉がひどかったから今年は軽くて済みそう
だと噂されていますが、今年は今年でやっぱりかなり症状がきついです。医者から花粉症
対策の強い薬を処方して貰って毎日朝晩２回飲んでいますが、それでも風の強い日などは
くしゃみが止まらず目が痒くて堪らないという日々です。これから春本番を迎える楽しい
時期の筈なのに・・・、毎年ウンザリです。

外国人労働者数が初の２００万人超え～厚生労働省のまとめより

厚生労働省が１月２６日、令和５年１０月末時点の外国人雇用についての届出状況の取
りまとめを公表しましたので、ポイントをご紹介します。

１．外国人労働者数は過去最高を更新
外国人労働者数は２，０４８，６７５人で、前年比で２２５，９５０人増加し、届出が

義務化された平成１９年以降、過去最高を更新しました。対前年増加率は１２．４％と、
前年の５．５％から６．９ポイント上昇しています。資料によると「建設や医療など人手
不足と言われる産業での増加率が高い。コロナ禍からの経済活動の回復や国内の人手不足
を背景に外国人労働者の増加率がコロナ前に近い水準まで戻ってきている」と厚労省は分
析しています。

２．外国人を雇用する事業所数も過去最高を更新
外国人を雇用する事業所数は３１８，７７５所で、前年比１９，９８５所増加し、届出

の義務化以降、こちらも過去最高を更新しています。対前年増加率は６．７％と、前年の
４．８％から１．９ポイントの上昇でした。

３．国籍別では、ベトナムが昨年同様に最多
国籍別では、ベトナムが最も多く５１８，３６４人で、外国人労働者数全体の２５．３

％を占めています。次いで中国３９７，９１８人（全体の１９．４％）、フィリピン ２
２６，８４６人（全体の１１．１％）の順となっています。
対前年増加率が高かったのは、インドネシア（５６．０％増）、次いでミャンマー （

４９．９％増）、ネパール（２３．２％増）の順となっています。

４．在留資格別では、「専門的・技術的分野の在留資格」が前年比最多の増加率
在留資格別では、「専門的・技術的分野の在留資格」が対前年増加率として最も大きく

５９５，９０４人で、前年比１１５，９５５人（２４．２％）の増加、次いで「技能実習
」が４１２，５０１人で、前年比６９，２４７人（２０．２％）増加、「資格外活動」が
３５２，５８１人で、前年比２１，６７１人（６．５%）の増加でした。
なお、「専門的・技術的分野の在留資格」のうち、「特定技能」の外国人労働者数は

１３８，５１８ 人（前年比で５９，４６４ 人（７５．２％）増加）となっています。

５．外国人労働者数の多い産業や事業所規模は
外国人労働者数の産業別の割合をみると、「製造業」が ２７．０％、「サービス業（他

に分類されないもの）」が１５．７％、「卸売業、小売業」が １２．９％となっています。
また、外国人労働者数を事業所規模別にみると、「３０人未満」規模の事業所で就労す

る人が最も多く、外国人労働者数全体の３６．１％を占めています。外国人を雇用する事
業所でも全体の６１．９％を占めており、人材難の中小企業が外国人労働者を重要な戦力
としていることがわかります。

【厚生労働省「「外国人雇用状況」の届出状況まとめ（令和５年１０月末時点）」】

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_37084.html


